
(1) 担当支部： 石川支部 11108
分水嶺区分 2004年 4月 25日 (4)天候：

（５）参加者氏名および会員番号
大庭　保夫 11108

計 計

（６）山行記録・位置確認（出発点・ピーク・峠・到達点など、主要ポイントに関して）・所要時間・道の状況
ｺｰｽ概略：
ｱﾌﾟﾛｰﾁ：

度 分 度 分 秒
歩行開始点 駐車地点 136 44 35 50 9.5 703.5 10:10

登山口 136 44 35 49 59.3 712.9 10:15 A-2
大ヒノキ 136 43 35 49 45.5 1,056.1 10:54 11:02 A-1
稜線鞍部 136 43 35 49 40.0 1,093.1 11:10 A-1
巡視路分岐 136 43 35 48 39.2 1,337.6 12:23 A-1

分水嶺到達点 平家岳肩　北 136 43 35 48 29.2 1,400.1 12:33 A-1
分水嶺折返点 平家岳肩　南 136 43 35 48 26.0 1,400.1 12:38 B-2
W088 平家岳 136 43 35 48 4.4 1,442.1 12:48 13:53 A-1
分水嶺離別点 平家岳肩　北 136 43 35 48 29.2 1,400.1 14:10 A-1
歩行終了点 駐車地点 136 44 35 50 9.5 703.5 15:57 A-2

（７）三角点の位置と保存状況
上記(6)の地点ｺｰﾄﾞを
記入してください

点名 等級 方位

W088 平家岳 ２ 南

（８）人工施設の現況および地形図との相違点

（９）水および植生に関連した特記事項

（10）その他の特記事項

（11）写真の添付：（ 有りの場合には、写真説明を記入してください）

１　稜線の南北に送電線、コース上７基の鉄塔あり。

３　頂上三角点そばの低い小さな平家岳の標識あり。

(1)～(8)は必ず記入してください。(9)～(11)は、気づいた事項があれば記入してください。

サポート要員氏名および会員番号

出発
時刻

(2)記載者氏名：

(8)～(11)の特記
事項等との関係

２　登山口に「登山口→」の板の標識あり。

平家岳
平家岳 9.3

4時間39分総歩行時間（休憩時間を除く）：

JAC創立１００周年記念国内登山(中央分水嶺踏査)の山行報告書

  写真説明：①分水嶺折返点から見た分水嶺のヤブ　②平家岳（井岸山から)

３　平家岳登山道は整備されている。
２　駐車地点付近は、かって銅を産出した鉱山、集落があったところ。鉱石残渣のボタ山や侘しく佇む墓石が往時を偲ばせる。
１　一帯の山間地は平家の落人の伝えの多いところで、平家岳の名もそこに由来する。

３　平家岳の肩南(井岸山）から五現川山への分水嶺は、道なき草木のヤブ（B－3程度）。
　　が人為的傷痕が甚だしい（送電線の下幅広く伐採したからか）。コースをはずれてヒノキが点在、ダケカンバの林もある。
２　ブナ林は谷あいに残る。コースの平家岳の肩（井岸山）付近は、高木が殆どなくツゲソヨゴなどの低木やチシマササに覆われている
１　分水嶺は、福井県側の九頭竜川水系荷暮川、面谷川、久沢川と、岐阜県側長良川水系板取川の分ける。

特記事項

三角点周囲は平地で地表が出て明瞭  ここは分水嶺から外れる。

保存
状況

良好

平家岳

平家岳
平家岳
平家岳
平家岳
平家岳

事務局整理記入欄 石川－1
晴れ

1名 １名

会員番号：大庭　保夫
(3)山行日：W088平家岳

大庭 太洋子

土砂流出あり

平家岳
21.2
23.4
24.4

平家岳
8.2
23.4

部分残雪
部分残雪
井岸山
井岸山
分水嶺を外れる

地点ｺｰﾄﾞ 地点名
2.5万分の1
地形図名

23.9

9.3
12.0
30.6

国道１５８号箱ヶ瀬～県道面谷橋～面谷川林道
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山行報告書（続き）
表面（１ページ目）に書ききれなかった事項を記入してください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平家岳（井岸山から)

　　　　　　　　　　　　　　　　　分水嶺折返点から見た分水嶺のヤブ


